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第3号 様式 (第15条関係)

事 業 者 排 出 量 削 減 報 告 書

注 l盛 当する0に は レ 印を記入してください。特定苺深を以外の事来者の方はレ印の記入は不要です。

2「 を準年度Jと は計画期いの前年度を、 「目採年度」とは計画期的の最終年度を、 「報告年度」とは計画期間のうち、今回報告の対独となる年度をいいます。

3喜
苦委騒需簡世号省圭告湯奈種写督倉菫秀質夢安暫干壊黎翌集望2舌R宅憲浜ぞ寧督装坊焼喬隻言農易害諮分経藤ち道豊鱗乗軍安磐軍傘をあ魅鼻密置秀F暫番をあヨ舛あ景壕据Rぞ盤β皆

事栄所等のヨr業活動に伴い発生する温宝効果ガスをいいます。

4「 その他の地球こ域化対策による温室効外ガスのJl誠量等」の史Stについて1ま、計画期ド】中の突校の累計を記入してください。

(例)グ リーン電力の購入によるこ室効果ガスの削減央技が 13年 度5ト ンで19年度10トンの場合 19年 度の報告書の実憲についてlt 1 3年度と19年 度の実績を翼討し15トンと記入

5「 特記事項Jに は 平 疲2年 度 (1990年 度)を 基準とした排出量の対比やエネルギー原jttttC02排出量、省エネ製品開発など他者の最室幼楽ガス排出削減への貫献 グ リーン3H連の採

用、特定フ0ン などの条例指定外の置=効 果ガスの削減などを記入してください。

京都市南区上鳥羽北塔ノ本町34番 地

京都府地球温暖化対策条例第 19条 の規定に百b提 出します。

特定事案者の
主たる業種 蒸着加工製品およびヨーティング加工製品の製造

該当する事業
者要件 ロ 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 く大規模エネルギー使用事業者 (原油に換算して1.500キロリットル以上))

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック又はバス100台以上/タ クシー150台

以上/鉄 道車両160両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事業者 (二酸化炭素に換算 して3000ト

ン以 L))
r

計 画 期 膚 平成 1 8年 4 月 ～  平 成 2 0 年 3月

基 本 万 針 電万使用効率の改善による原単位7%の 削減を目指す。 (18〉原単位24%削 減)

推 進 体 制 環境管理組織体制 (lS014001認証取得済みう ((18〉推進体制組織維持 管 理)

呉
組

摺
卓中的申

年
体
及

年度 設備、対象、工程守 措 置 内 容

17
蒸着機 スドッタ機

全社

蒸着機 ・スドッタ機 :シナス
・
交換時等作業時不要ポンプの停止。

全社 :適切な空認の温度管理の実施。
原単位 :平成16年度比 3%削 減

(く17〉原革位152X削 減)

蒸着機 ・スハ
°
,夕機

全社

蒸着機 ・スA°ヮタ機 :ンリーメ交換時等作業時不要求ンプの停止。

全社 :適切な空調の温度管理の実施。
原単位 :平成16年度比 5%削 減

(く18〉原単位2第 削減)

1 9
蒸着機 スliウ機
_  全 社

蒸着機 スハ
°
"捜 :シリース

・
交換時等作業時不要ボンプの停止。

全社 :遺切な空調の温度管理の実施。
原単位 :平成16年度比 7%削 減

血軍 効 果 ガ ス

の 排 出 室 等 排出区分
基 準 手 反 【天 寝 タ

( 16 )年 度
(二酸t炭素数年 (t))

日棟 午 反 ( B r圏 '

( 19 )年 度
〈二酸化於章換算 (t))

月」颯 挙

(計画)
〈%)

鞍 宮 午 夏 (夫 槙 '

( 1 8 )年度
(二酸化炭斎換算 (t))

副 広 卒

く実績)
(%)

A事 実所朝 '日区分 6.440  t 7 102    t 103% 7.262 3  t ↑128 %

B輸 送車両排 出区分 t t % t %

Cそ の他排出区分 t t % t %

排出合計 1        6440   t Ⅲ2     7.102    t ↑103% 4                            7 262 8 t ↑128 %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目標年度 (計画) 報告年度 (実績)

取FISt等 lR紅量等 (二酸化炭 音換算 (t

森林の保全及び整備 (輩陶面al 〈坂取量) t 〈携伸面殺! (吸収量) t

府内産の木材の利用 〈Itlttm ml (削減最) t 〈利用動 〈Hl滅量) t

自然エネルギーを利用した
電力又は熱の供給

〈亮電承) 〔7h (削減的 t 〈党電量) て剤渡量) t

〈終供給量 CJ (倒滋仰 t (然佐綸監 (削減量) t

グ リー ン電 力 の腰 八 〈購入量) 〈削減勁 t (購入量) く削減畳) t

削減室等合計 t t

差 引排出室

(排出合計―劇済等合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 翔演率 (計画) 報告年度 (実績) 例波年 (契翻

1        6440   t ●り‐●,    7102     t ↑103% tt41(|,                 7.2628 t ↑128 %

特 記 事 壕

(く17〉基準年度平成16年度 原 3  平 成18年度目標 原 単位で240に 対し、
Hし ています。
薫績は原単位で248で 24%削 減)

連 絡 究 担 当 部 署

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

フ ァクシ ミ リ番号


